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の欠如のみならず Si04 四面体分子そのものの対称性が低下し、 Si 原子の配住数が増加している事が
結論できた。
また、この屈折率2.02という石英ガラスを単純にDrudeの式により換算して密度を求め、これをシ
ョック波の実験で得られた圧縮曲線と比較がなされた。
論文の審査結果の要旨
一般の固体は超高圧下にさらされでも圧力が取り除けられれば元の密度に戻る。石英ガラスは異常
で、圧を除いても元の密度にならず、高圧状態を記憶することが Bridgman 等により発見された。本
研究では、先ずこれまでにない高圧を多段分割球体中に発生させる技術を研究し、次いで、発生した圧
力下におこる不可逆手周密度化の機構を、屈折率、ラマン散乱、赤外吸収の測定から明かにし、あわせ
-323-
て圧力スケールに使用する可能性を目的とした。石英ガラスは圧力の上昇とともに連続的に桐密度化
され、これまでに回収された最高屈折率は2.02である。光学的測定結果からこれら石英ガラスは単に
長距離秩序が欠如しているのみならず、 Si-O 四面体分子の対称性が低下していることが結論出来た。
2.02の屈折率を Drudeの式により密度に換算し、ショック波の実験で得られた圧縮曲線と比較が行わ
れた。
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